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『
浄
土
論
註
』の
随
所
に
埋
め
込
ま
れ
た
還
相

回
向
の
現
代
的
意
義
に
つ
い
て
熱
く
語
る
。

親
鸞
教
学
の
思
想
史
的
解
明
に
尽
力
し
た「
幡

谷
法
座
」の
集
大
成
。
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幡
谷　
明（
は
た
や
　
あ
き
ら
）

一
九
二
八
年
、島
根
県
浜
田
市
真
宗
大
谷
派
顕
正
寺
に
生
ま
れ
る
。一
九
五

一
年
、大
谷
大
学
文
学
部
卒
業
。一
九
五
五
年
、大
谷
大
学
研
究
科
修
了
。一

九
六
二
年
、
大
谷
大
学
専
任
講
師
に
就
任
。一
九
七
二
年
、
大
谷
大
学
教
授

に
就
任
。一
九
八
〇
年
、
安
居
次
講
を
務
め
る
。一
九
九
二
年
、
文
学
博
士
。

安
居
本
講
を
務
め
る
。一
九
九
四
年
、
大
谷
大
学
名
誉
教
授
に
就
任
。二
〇

一
二
年
、
真
宗
大
谷
派
講
師
・
董
理
院
董
理
に
就
任
。二
〇
二
一
年
、
逝
去

（
満
九
三
歳
）。

◆
著
者
略
歴

幡
谷
明
講
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集
５

幡
谷
明
講
話
集
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